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学校・地域連携カリキュラム

学校・地域連携カリキュラムの
基本的構成



①グランド・デザイン

育成すべき資質・能力や、中学校区でめざす子ども像等に
ついて熟議を通じて共有

↓
学校の基本方針となるグランドデザインとして反映



➁９年間の単元配列表

総合的な学習の時間や特別活動として実施してきた教育活
動を、グランドデザインに基づき、身に付けさせたい資質・
能力や教科横断的な視点から見つめ直し、再整理する

↓
持続可能なカリキュラムとして運用



全公立学校がコミュニティ・スクールに
→本県の地域連携教育も新たなステージへ

コミュニティ・スクールの仕組みを生かして

熟議の活性化

→ 連携・協働に向けた「場」の充実

カリキュラムの可視化と具体化

→ 連携・協働に向けた「ツール」の充実



全公立学校がコミュニティ・スクールに
→本県の地域連携教育も新たなステージへ

カリキュラムの可視化と具体化

地域・家庭等、関係者の理解や参画を得やすい

カリキュラムという具体物に基づくPDCAサイクルの構築につながる

児童生徒の意思が反映される機会が増え、主体的な学びにつながる

持続可能な地域連携の仕組み

学校・地域連携カリキュラム
期
待
さ
れ
る

効
果



取組事例 山陽小野田市立埴生小中学校



今後の展望

◆ 振り返りと改善を実施し、「学校・地域連携カリキュラム」の
継続的なブラッシュアップを図ることにより、持続的な地域連携
へとつなげる。

◆ 各地域で展開されているカリキュラム・マネジメントの実際や
児童生徒が参加する熟議の取組を好事例として広く共有し、全県
的な推進へとつなげる。

◆ 小・中学校の総合的な学習の時間の学びを、高校における総合
的な探究の時間の学びへとつなぐため、カリキュラム・マネジメ
ントによる校種間連携の充実を図る。


